

























































































































































































以上（良好）の水中に生息し、その下限は 3～ 4 mg/Lであるといわれている。好気性微生物
が活発に活動するためには 2 mg/L以上が必要であり、それ以下では悪臭が発生する。図 5に
本実験の結果である京都女子大学構内池のBODの変化を示す。














































写真 5qに水採取から約 1週間後の大和川の水の外観写真を、写真 5wに水採取から約 1ヶ
月後の大和川の水の外観写真を、写真 5eに同約 2ヶ月後の大和川の水の外観写真を示す。写
真 5qに示すように水を採取した際にはアオコが大量に発生し水は濁っていた。
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